
心温まる出来事

校長

11月の「たかばち」で，「中学生になると，横断
歩道を渡り終えた後に，振り向きお礼をしなくなる
のはなぜか」ということを書きました。
年も明けて間もない頃のことです。名瀬の市街地

で車を走らせていたときのこと，目の前の横断歩道
で右側に一人の高校生が立っていました。制服から，
奄美高校の男子です。横断歩道の手前でしたので車
を止めました。その高校生は，普通に横断して行き
ました。車を走らせようとしたとき，偶然に目が合
いました。すると，軽くお辞儀をしてくれました。
横断歩道の前で歩行者がいるときは，車を止める。
ドライバーとして当たり前のことをしただけなので
すが，車を止めたことへのお礼だったのでしょう。
たいしたことではないと思うかもしれませんが，

高校生が一礼してくれたことに心温まり，その日は，
一日すごく幸せな気分になることでした。
それから10日ほどたったある日，今度は，名瀬

中学校前を走行中のこと，目の前を走っていた車が
横断歩道前で停車し，名瀬中学校の制服を着た３名
の女生徒が横断して行きました。様子を見ていると，
渡り終えた後振り向き，車を止めたドライバーにき
ちんと一礼しました。
中学生でも高校生でも，出来る子どもたちはきち

んと出来るんだと，感心する場面でした。同時に，
家庭での親の関わりを垣間見ることが出来たような
気がしました。
昔から，子どもは「親の後ろ姿を見て育つ」とか，

「親の言うとおりにはならないが，するとおりにな
る」などと言われます。島口カルタには，「うやぬ
ゆすぃぐとぅや きむぅに すむぃり」というの

があります。「親の教えは，心に深くとめなさい」
ということです。
私たちは，親として，大人として子どもたちが深

く心にとめおくことを教
えていかなければなりま
せん。学校で，家庭で，
そして地域で。本校の子
どもたが，よりすばらし
くなるためにご協力をお
願いいたします。

【2016ＡＭＡＭＩ市美展】（美術）
奄美市教育委員会教育長賞 （中２）
奄美新聞社賞 （小２）
奄美ロータリークラブ賞 （小５）

（中１）
奄美大島商工会議所会頭賞 （小６）
奨励賞 （小１） （中３）
特選 （小１） （中２）
入選 （小１） （小２）

（小３） （小３）
（小４） （小４）
（小４） （小６）
（小６） （小６）
（中１） （中１）
（中３）

【2016ＡＭＡＭＩ市美展】（硬筆・書道）
特選 （中１）
入選 （小１） （小２）

（小３） （小５）
（中２）

児 童 ・ 生 徒 の 活 躍 の 足 跡

１月12日（火）の５校時に，小学生全員がたこあげ大会を
行いました。冬休み等に手作りし，形や大きさ，色づけ等に工
夫を凝らした自慢のたこは，各自が開会式で紹介しました。そ
のあと運動場でたこあげに挑戦しました。適度に風も吹き，一
生懸命に走り回っていた子どもたちのたこは，空高く上がって
いました。
手作りのもので遊ぶことが少なくなった子どもたちですが，

手作りの良さも味わった大
会になりました。

たこあげ大会（小学校）たかばち山
平成28年２月１日

２ 月 号
奄美市立東城小・中学校

校訓[自ら学ぶ] ○進んであいさつ(誠実) ○進んで仕事(勤労) ○自ら鍛える頭と体(好学・健康)

２月の生活目標
学校をきれいにしよう

責任ある行動をとろう

中学校保健体育科の授業で子どもたちは，体

つくり運動や器械運動，陸上競技，水泳，球

技，武道，ダンス，体育理論の学習をしており

ます。その中の武道の授業では，保護者の

さんに地域指導者としてご来校いただき，

子どもたちに柔道の楽しさや面白さを教えてい

ただいていおります。

12月と１月に14時間の柔道の授業を実施し

ましたが，子どもたちは，地域の先輩に教え

ていただくことを大変楽しみにしており，授

業のたびごとに柔道の実力もめきめきと上達

していきました。

ご多忙中にもかかわらず，本校の子どもた

ちのためにご指導いただき感謝しております。

柔 道 の 授 業 〈 中 学 校 〉

２月29日(月) 学年末テスト（中１・２ ～２日）
８日(火) 公立高校入学者選抜学力検査（中３ ～９日）
１０日(木) 一日遠足（小・中）
１１日(金) 劇団四季こころの劇場（小５・６）
１３日(日) 住用町青少年ふれあい交流感謝祭
１４日(月) 卒業式予行（小・中）
１５日(火) 第68回卒業式（小・中）
１６日(水) 公立高校入学者選抜合格者発表（中3）
２０日(日) 家庭の日・市民清掃の日
２１日(月) 春分の日
２３日(水) 子どもと一緒に読書の日
２５日(金) 修了式（小・中）
２８日(月) 離任式

３月の行事予定

１月27日（水），小学校５・６年生と中学校1年生が，今年
度２回目のリュウキュウアユ学習を行いました。今回の学習は，
マングローブパークのリュウキュウアユ飼育場の見学が中心で
した。
シアターホールで県環境技術協会の さんからリュウ

キュウアユの基本的知識の講義を聴き，カヌー乗り場横の飼育
場でリュウキュウアユの卵を観察しました。汽水域（淡水と海
水が合流するところ）で成長するリュウキュウアユの飼育は，
塩分濃度の調整に手間がかかり，大変難しいということを児童
・生徒たちは学習していました。
本校の特色ある学習として，ま

た，豊かな自然を残していくこと
の大切さを学ぶ機会として，今後
も奄美の自然環境について学び続
けていく必要性を感じました。

リュウキュウアユ学習（小５・６，中１）


